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ボロ ノイ型粒子モ デル を用い た氷晶雲特性 の 推定精度
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1、は じめに

　放 射伝達 モ デ ル の 散乱データベ ー
ス の 構築や

氷晶雲 ・鉱物性 工 一 ロ ゾ ル の 衛星 リモ
ー

トセ ン シ

ン グ技術 の 高度化 の た め に 、 非球形粒 子 の 散乱特

性 を計算する 「幾何光学近 似手 法」 の 開発 を行 っ

て い る。ボ ロ ノ イ型粒 子 モ デル を使 っ て導 出した

氷 晶雲 の 光学的厚 さ と氷 晶粒 子 の 有効 半径 の 推

定精度 に つ い て 、 「計 算手 法 の 違 い 」 と 「設 定波

長の 違 い 」 に起因す る推 定値 の 差を調 べ た 。

2
、 計　手 法 と氷晶粒子 の 形状 モ デル

　Ray　Tracingと Fraunhofer 回折の 組み合わせ

に よ る 「簡便 な幾何光学手法」　 （以 下、GOM1 ）

と、粒子 表 面 の 電磁 場 を求 め る と こ ろ ま で は

GOM1 と同 じで、表 面積分に よ り遠方で の 電磁場

を求 める 「改良型幾何光学手法」 （以下、GOM2 ）

に よ り、ボ ロ ノ イ 型粒子 （図 1 ）の 位相 関数 を計

算した 。

図 1 ボ ロ ノ イ型粒子 モ デル の 例 。

3 、氷晶雲 の 光学的厚 さ と氷晶粒子 の 有効半径

　波長 O．64pm （複 素屈折 率 n ＝ 1．3083 ＋ i1．22 ×

10’8） と L61 μm （n ＝ 1．2891 ＋ i2．71x10 ’4）にお

ける 12 種類の 大きさ の 氷晶粒子 の位相関数を計

算 し、それ らを使 っ て 2007 年 12 月の 新潟県周辺

の AVHRR の 可視 、 近 赤外チ ャ ネル データ か ら氷

品雲 の 光学的厚 さ と氷 晶粒子 の 有効 半径 とを求

めた。

lLLItlllw w
　サ イ ズ パ ラ メ

ー
タが 400 以 下 で は GOM2 を、

400 以上 で は GOM1 を使 う方 法と、よ り簡便 に

す べ て の サ イ ズ パ ラ メ
ー

タで GOM1 を使 う方法

との 差を調 べ た 。 光学的厚 さ （図略）、有効半径

（図 2 ）と もに大き な差 はなか っ た。

3 、 2　 設定波 長 の 影

　波長 O．67pm （複素屈 折率 n ； 1．3076 ＋ i1．89 ×

10．8） と 1．63μm （n ＝ 12885 ＋ i2．52 × 10’4）に つ

い て 同様 の 計算 を行 い 、設 定波長 の 影 響を調 べ た。

光学的厚 さ （図略） には 大 きな差 が な か っ た が 、

有効半径 （図 3 ）に は 2〜3μm の 系統的な 差が 表

れ た 。これは 、1．61pm と 1．63μm と の 複素屈 折

率の 違 い に 起因す る単
一

散乱 ア ル ベ ドの 差が 有

効半径の 推 定値 に 現れて い る もの と考え られ る 。
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図 2　 有効半径 の 推定 へ の 計算手 法 の 影響 。
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図 3　 有効半径の 推定 へ の 設定波長の 影響 。
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